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研究と事業
多様性で築く

ੈքτοϓΫϥスの研究とともに、学術研究をࢧえるۀࣄを担う国立情報学研究所（NII）では、
ベςϥン、एख、ঁ ੑ、֎国ਓ研究ऀやΠンλーンੜのίϥϘレーションもあり、
ଟ༷ੑがΠϊベーションのݯઘともなっている。
、Εる中ڣにมԽするࣾձと情報学ので、एऀのՊ学Εがٸ
NIIにおけるएख研究ऀの現ঢ়とະདྷについて、̓ Ӝ ਓ ෭所に聞いた。

国立情報学研究所
෭所ʗ学ज़ج൫チーϑσΟϨクλーʗಛ教त
भ大学໊༪教त

:"4663" )JSoUo

҆Ӝ 人
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ຊの大学ɾ研究ؔػを
る/**の研究者͑ࢧ

──҆Ӝ෭所は、NIIだけで
はなく、भ大学や+45（Պ学
技術ৼڵ機ߏ）なͲでも、एख
研究ऀのҭ成にܞΘらΕて͖た
ということですが、まずは、ए
ख研究ऀをऔりרくঢ়گをͲの
Αうに感じらΕていますか。
　今は、本全体で研究者をࢤ
する学生が減っています。こ
れはもちろん、情報学だけでは
なく、あらΏる分野においてで
す。0&$D（経ڠࡁ力開発機構）
加ໍࠃのԤถ各ࠃや中ࠃなどは
増えているのに、本だけが減
少している。これはۃめて༕う
きことだと感じています。
──҆Ӝ෭所はNIIの「学術
൫チーフデΟレΫλー」だとج
いました。NIIにおいて、Ͳの
Αうなܗでएख研究ऀと関Θっ
ているのかをお聞かせください。
　学術基盤というのはਖ਼確には

「学術情報基盤」のことです。
NIIは情報学の学術૯合研究所
で、研究に加えて事業も抱え、
それを྆ྠとҐஔけるϢニー
クな機関です。事業活ಈのபは、
本の学術研究ྖҬの全てに関
わる通৴基盤と、データ基盤で
す。これにܭ算基盤を合わせて
学術情報基盤とݺͼます。
　そのチーフディレクターといっ
ても、ݸผのサービスや技術の
ことはएい先生や研究員たちに
おせしていて、ए手の方々の
働くڥやキャリアύスをどうし
ていけばいいか考えていくことが
私の一つのׂです。
─ ─NIIには、ͲのΑうな研究ऀ
が所属さΕているのでしΐうか。

　まず、情報学における基ૅ
から"Iやビッグデータ、Io5と
いった࠷先のテーマまで、෯
広いྖҬで研究を進める「研究
系」の研究者。また、学術情報
ωットワーク4IN&5（サイωット）
をはじめ、本全ࠃの大学・研
究機関の研究や教育活ಈにෆ可
ܽな学術情報基盤の構築・運用、
学術コンテンπやサービスプラッ
トフォームの提供といった多࠼
なサービスを提供する「事業系」
の研究者も所属しています。
──ຊの大学や研究機関をつ
な͙、ࢧえるׂを、大学ڞಉ
利用機関であるNIIが担ってい
るのですͶ。
　そうですね。大学共同利用機
関は全ࠃに��機関あり、大ܕ
機ثなど各機関が࣋つ研究ݯࢿ
をެࠃ私立大学や他の研究機関
に提供するがあります。そ
の中でも、例えば加ثの研究
ઃなどは、ಛ定分野の研究者ࢪ
が共同で利用し、研究する場な
のですが、NIIは全ての学術分
野にݙߩするインフラを担ってい
ます。あらΏる学術分野、ひい
ては社ձ全体とつながる部分を
担っているのです。

　そういう意ຯでは、NIIで活
༂する研究者は「どんな分野の
人ともせる」ということがద
性の一つと言えるかもしれませ
ん。ಛに事業系は、生໋科学で
も基ૅ理学でも、社ձ科学で
も、あらΏる分野の研究者とコ
ミュニケーションを取る可能性
がありますから。また、研究系
でも、例えば"Iやコンϐュータ
が世の中をมえていく時には、
社ձ੍度なども関わってくる。
ですから、情報学の研究所とい
ってもܭ算機科学、情報学な
ど限られたྖҬだけのものと考
えないで΄しいと思っています。
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あらΏる専門の研究者を受け入
れるજ在力がNIIにはあります。
実際に理学、生໋科学、社ձ
科学などをഎܠとする多様な研
究者も活༂しています。

国ࡍ৭豊かで
多༷ͳ人ू͕ࡐ·るに

──情報学一ےというਓだけで
はなく、ଟ༷なόοΫάϥンυ
を࣋つਓࡐが׆༂さΕているの
ですͶ。ͦの中で、एख研究ऀ
のධՁ、࠾用なͲはͲのΑうに
。っているのでしΐうかߦ
　NIIは世ք的にも情報学分野
における少ないトップクラスの
本の研究機関と認ࣝされてい
ます。研究系の人材は、ए手を
ؚめ、研究者の共通のධՁࢦඪ
である文業や研究成Ռを中
৺にධՁ・࠾用されます。
　対して事業系は本全体の学
術をࢧえるというಛघなサービ
スを担っているため、人材のධ
Ձやキャリアύス構築は؆単で
はありません。通৴基盤、情報
基盤というのはインフラであり、
やਫಓなどと同じく、少しでؾి
も利用にෆ۩合がىこるとݫし

いがけられるもの。そうした
中で、ࠃが求めるྨのない新し
い事業を立ち上げる業務を行
している点を、צҊする必要が
あります。
　さらに༏लな人΄どຽ間企業
からも࠾用のがかかります。
それでも、NIIの大نなシステ
ムͮくりに関わることにັ力を感
じる人をूめなくてはなりません。
NIIでの務をબんでくれた研究
者の思いに応えるため、しっか
りとしたධՁの体系をえたい
と考えています。
──NIIにおける研究ऀのঢ়گ
をվΊて教えてください。
　まず教त、।教त、ॿ教とい
った常勤の教員が、ແظ・༗ظ
。用を合わせて�0໊いますޏ
うち�0໊が研究系、�0໊
が事業系です。これに加えて、
プϩδェクト予算による༗ޏظ
用の研究員が��0໊΄どいます。
ए手が多いですが、ಛ教तの
শ߸を࣋つベテランもいます。
　その他にNIIのಛの一つとし
て、.06క݁機関であるւ外
大学の大学Ӄ生を「NIIࠃ際
インターンシッププϩグラム」に

より、大、受け入れているこ
とがあります。世ք3�のࠃ・
Ҭから常に�00人のインター
ン生を、プϩδェクトに応じて̏
カ݄から間受け入れていま
す。所内でエレベーターにる
と、必ずと言っていい΄ど、̍人
くらいは外ࠃ人学生に出ձうと
感じています。このようにࠃ際৭
が๛かで刺激が多いため、「イン
スϐレーションがಘられる」と
本人のए手研究者からもよくฉ
きます。NIIはコンύクトな研究
所で、ओとしてઍ代ా۠の学術
૯合センターのݐ一つにまと
まっているため、おޓいにإを
合わせることが多いからかもしれ
ません。こういうところに、大ن
な研究機関とはҟなるྑさが
あると感じます。
　性ผでいうとঁ性のൺ率は�
ׂ΄どでしΐうか。情報学分野
で他の大学とൺるとൺ率は高
いのですが、もう少し増やした
いところです。Ҏ前は「ঁ性は
コンϐュータがۤ手」といった
ภった見方もありましたが、今
のࢠどもはデδタルωイティϒで
すし、ૣ൩、状گはมわってくる
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でしΐう。

ੜ"*のظͱڴҖに
ࣾձ͕き立ͭதで

──$IBU(15をはじΊ、大ن
ޠݴモデϧにΑるੜ成"Iの可
ੑとڴҖに、一ൠࣾձも͖
立っており、情報学にڵຯを࣋
つएऀは૿えて͖ͦうでしΐうか。
　そうですね。生成"Iはインタ
ーωット上で、୭でも使える形
で提供されて、ٸに利用が広
がっています。それがएい人の
発想でさらに加し、ܳ術やデ
βイン、新しいද現など、さま
ざまなシーンで活用され、世の
中をมえていきます。
　そうした様ࢠを見ていると、
情報学は研究における常ࣝがઈ
え間なくมわっていきますから、
他の学術分野Ҏ上にए手が活༂
できる分野だと感じます。
──౷తな研究ऀΠϝーδ、
研究一ےのλΠϓではΉしΖ
しͦうですͶʜʜ。
　私は+45のए手研究者ࢧԉ事
業で、プϩグラム・ディレクター
をしていますが、ここでも研究
力Ҏ外の多࠼な力をけること

をඪの一つとしてܝげていま
す。ಛ定分野をඈͼӽえた対
力、コミュニケーション力、リ
ーμーシップ、マωδメント力な
どです。ともに研मを受ける、
分野のҟなる30໊の間に、自
身の研究内༰をえる܇࿅など
でえられます。こうしたスキル
は、NIIが研究者に求める࣭ࢿ
とॏなるように感じます。
──こΕからのएख研究ऀに
けて、ϝοηーδをおئいします。
　データ基盤の事業を進める上
で、一ॹに新しいサービスを手
ֻけるຽ間企業がもっと必要だ
と感じています。なͥなら、NII
と関わる�000΄どの機関のうち、
文系大学など、情報の専門Ոが
しいところが�00΄どはあると
思われるからです。
　ここをࢧԉする新たなࢢ場が
できると私はみています。̍大学
が情報の専門Ոをޏ用すると負
担がॏくなりますが、�0ߍҎ上
の大学を٬ސとする企業がࢧԉ
サービスをしてくれれば、අ用
を大෯にえられるでしΐう。
NIIで学術情報基盤の事業経験
をੵんだए手なら、こういった

企業にҠり、ҩྍ現場や法ք
など他分野でのデδタルมֵ

（D9）を先ಋすることもできる
かもしれません。このように、
NIIと企業の間でアクティϒな人
材が行き来して、本社ձの構
をมえられるのではないか、
とظしています。
　研究系も事業系も、NIIは本
当に、さまざまなバックグラウン
υを࣋つए手人材がूまってい
ます。多様性が力となる時代だ
けに、જ在力をଘ分に発شして
もらえるよう、NIIのڥඋな
どを通じて応ԉしたいと思ってい
ます。

౦ژ業大学大学Ӄम࢜課程मྃ。
ץ業新ฉ社に入り、科学技術
から大学u࢈学連携の専門ه者に
なる。౦ژ大でത࢜課程मྃ。
౦大などで非常勤ؾి、ࢣߨ通
৴大学ಛผิࠤ、౦ژࢢ大٬
員教त。ஶॻにʰ理系ঁ性の人生
ઃܭΨイυʱ他。

日刊工業新聞　論説委員
ຊ Ղੈ子ࢁ

私がしたのは、҆Ӝ෭所
がभ大学で情報担当理事
を��間務め、経験๛な
点だ。研究機関は大学΄どए
手ࢧԉࡦを意ࣝしないもので、
์が性につながること
も確かにある。しかし҆Ӝ෭
所の場合は、社ձの新たな
ニーズや組みを౿まえて、
ए手のજ在力をҾき出してく
れるのではないか、とظし
ている。

聞͖खからのͻとこと

Photo  ਿ࡚ ګ一
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�0���݄�現在、常勤・非常勤の教員およͼশ߸きಛ研究員の現員は���໊。ؚ
まれるのは、教त、।教त、ॿ教、ॿ手、およͼಛ教त、ಛ।教त、ಛॿ教、ಛॿ手。

研究教ҭ৬һ
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国立情報学研究所
ίϯテϯπ科学研究系 ಛ助教

$001&3, &SJDa

Ϋーύー ΤリΧ

若手研究者にZoom Up

୭で
߹Ի͕࡞Εるະདྷ

──NIIでऔりΜでいる研究の
概要を教えてください。
　リソース言ޠ（"Iが学शす
るための元データが少ない言ޠ）
を中৺にԻ合成を研究してい
ます。少言ޠ用のԻ合成
ஔを作成しようと、ത࢜課程で
リソース言ޠのテキストԻ合
成を専門に研究しました。ै来
のԻ合成は੍ޚされたڥで
時間のԻが必要ですが、あ
えてϊイズの多いձデータを用
いて研究しました。ࠃ立情報学
研究所（NII）ではこの研究を多
者合成に֦大し、者認ࣝモ
デルのసҠ学शを利用して、より
少ないデータセットで課題に取り
組んでいます。
　現在は、カφμࠃ立研究ධٞ
ձとイΪリスのエディンバラ大学
と共同で、カφμ先ॅຽの言ޠ
を対象にԻ合成技術の構築プ
ϩδェクトを進めています。また、

Ի合成モデルのධՁも研究し
ていますが、Իは多様な方法
で生成されるため、プϩセスは
ෳࡶです。そこで、大نなฉ
き取りテストを実ࢪし、合成Ի
の自ಈධՁ方法をվળするコン
テスト「7oiDe.04 $hBMMenHe」
を実ࢪしました。このような多面
的な研究の的は、コミュニケ
ーションを高め、言ޠをอଘし、
Ի合成をもっと利用しやすくす
ることです。
──研究のඪは何ですか？
　ظ的にはԻ合成モデルධ
Ձの研究をॏࢹしています。社
ձにす͙にӨڹはしないかもしれ
ませんが、実験をਝ化・༰қ
化することで、Ի合成の研究
者には立ちます。現在の
用のテキストԻ合成システム
は、Ի࣭はྑいのですが、大ྔの
データが必要で、利用できる言ޠ
も少なく、スタイルはᐆດです。
　ظ的なඪは、これはത࢜
課程研究から発想をಘたもので
すが、Ի合成を大ऺ化するこ

とです。少言ޠの者であって
も、୭もが合成Իを؆単に作
れるະ来を思いඳいています。ϊ
ートύソコンの前に࠲って分間
ԻをԻし、大なデータも
の࣭のޠも使わず自言ݯࢿ算ܭ
高い合成Իを作るところを想
૾してみてください。このظ的
ඪは、Ի合成が世ք中の
人々にとって利用しやすく、用్
が広いแઁ的なものになるという
ࠜ本的なసになります。

Ի߹システムをར༻
しやすいのにするに

──研究のશൠతなॏ要ੑにつ
いてৄしく教えてください。
ࢹなどै来の要ૉをٙ問ޠ　
し、Ի合成における言ޠの独
立を研究しています。し言༿の
どのಛがීว的にద応可能な
のか、Կがそれらを۠ผするの
かなどです。このような広いࢹ点
に立つことで、ద応性のあるԻ
合成システムを作成し、より効
Ռ的に言ޠ間のΪャップをຒめる

ۙਐԽがஶしいԻ߹成技術。 গऀ、ޠからのԻ߹成なͲ、
ଟޠݴԻ߹成を研究する、Ϋーύー ΤリΧ 特助教に
研究の概要と׆ಈ、ඪ、研究ڥについて聞いた。

ଟޠݴԻ߹の
ແݶのՄੑΛٻ
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ことが可能になります。Ի合成
技術が利用しやすいと、より
的に応用することもできます。
もちろん、ディープフェイクなど、
ѱ用の対ࡦについてҾきଓき
研究は必要ですが、それҎ上に
的な用్の可能性は広大で
予ଌෆ可能なため、研究成Ռの
Φープンアクセスが必要なのは໌
らかです。
──ෳのઐを༥߹させ
た研究からಘらΕたൃݟなͲを
教えてください。
　この分野の所は学際的な性
࣭にあり、言ޠ学、৴߸ॲ理、
機ց学श、プϩグラミングの要
ૉをμイφミックに組み合わせて
๛かなࣝを生み出します。これ
まで、言ޠ前ॲ理は細かなنଇ
や要ૉをうためෳࡶでしたが、
ニューラルωットワークに基ͮく
アプϩーチ、中でもエンυπーエ
ンυモデルのొ場によって、プϩ
セスが大෯に؆ૉ化されました。
こうした࠷新手法のおかげでॊ
ೈ性が上し、ະॲ理の文ࣈ入
力からのԻ合成が可能になり、
多様な言ޠのద応性が高まっ
ています。
──ظతなඪのୡ成にはͲ
のΑうな課題がありますか。
　現在のアプϩーチは大なデ
ータとܭ算ݯࢿにґଘしているた
め、とても利用しにくくなってい
ますが、ै来の技術を見して
新の進าと組み合わせると、ア࠷
クセシビリティを高めることが可
能になります。大نなニューラ
ルωットワークモデルのෆ要な部
分を͗、খܕのデバイスにద

合させて、少ないデータを用いる
ことで、アクセシビリティの֦大
がظできるでしΐう。

ੈք֤国かΒのΠϯλーϯ
にܹをड͚る/**のڥ

──NIIならではの研究্のϝリ
οτを教えてください。
　NIIの大きなڧみは、ࠃ際共同
研究と世ք各ࠃからのインターン
のଘ在です。この多様性によって
実験プϩδェクトが可能になり、
インターンは進行中の研究にوॏ
なݙߩをしてくれています。こう
したࠃ際共同研究は多の出版
につながっており、他の共同研
究のಓを開きଓけています。
──ւ֎ग़のಉ྅やΠンλー
ンのଟ༷なจԽతഎܠは、NIIで
の研究にͲのΑうなӨڹを༩えて
いますか。
　NIIの同྅やインターンの多様
な文化的എܠは、私たちの研究
のμイφミックな作業ڥに多大
なӨڹを༩えています。多様な
点、経験、専門ࣝは、共同ࢹ
研究のプϩセスを๛かにし、研

究活ಈのԞ行きを広げ、性
を高めます。
──NIIの研究ڥをߴΊるに
は何がඞ要でしΐうか。
　つながりを広げ、ڠௐを促すܧ
ଓ的な力が必要だと思います。
こうした力は間違いなく研究活
ಈを上させるでしΐう。ڧみは
私たちの多様性にあり、ֵ 新的な
アイデアが花開くが作られて
います。多様なഎܠや経験を࣋つ
人々がूまることで、新しいアイ
デアを୳求、検証、ચ࿅できる
ؾがい、NIIはやりがいと活ڥ
にຬちҲれた研究とイϊベーショ
ンの場になっています。
──NIIでのݧܦと研究を౿まえ
て、࠷後にϝοηーδをおئいし
ます。
　意ཉҲれるए手研究者のօさ
ん、今こそがこの分野にඈͼ込む
時です。可能性はແ限大で、こ
の分野はアクセスしやすくなって
います。ためらわずに進んでࢼし
てみること、そしてԿより大な
ことは、そのա程をָしむこと。
大いに刺激的でָしいಓのりです。
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国立情報学研究所
情報ࣾձ૬ؔ研究系 助教

'U3U,"8", MaTako

 խ子ݹ

若手研究者にZoom Up

σʔλੳでޮతͳ
ֶशࢧԉʹݙߩ

शख़やจ化తഎܠに
Ԡ͡た学शを

── まず、現在の国立情報学研
究所（NII）での所属と研究の
概要について教えてください。
　情報社ձ相関研究系という研
究系の教員として働いています。
それとฒ行して、�0�3現在、
NIIに��ある研究センターの一
つ、Φープンサイエンス基盤研
究センター（3$04ɿ3eTeBrDh 
$enter Gor 0Qen 4DienDe Bnd 
DBtB PMBtGorN）で、ࠃ内の学
術文や研究データの利活用に
関わる学術基盤を担う業務にも
携わっています。 
　NIIに は�0�� に 入 所 し ま
した。当ॳは大نެ開Φンラ
イ ン ߨ  00$ɿ.BTTive.）࠲
0Qen 0nMine $oVrTeT） の コ
ンテンπ੍作として、プϩグラ
ミング入門࠲ߨ「はじめての
P」の企ը運営や、学शϩグの
ඪ४化などに携わり、その後は
くラーニングアφリティクス

基盤システムの構築に携わって
きました。ฒ行して、eラーニ
ングシステム「学認-.4」の
構築・運営を担当し、現在もܧ
ଓしています。こうした分野は、
コϩφՒによって、Φンライン
त業やリモート学शのध要が高
まり、加度的に認度が上が
りました。
　�0�� か ら は「 学 認-.4」
上で提供される教材システムの
開発、ࡢからは研究データエ
コシステムの構築事業にも関わ
っています。
　3$04は、本におけるΦー
プンサイエンスの推進を的に
ઃ立された研究センターで、人
材育成基盤のリーμーとして、
前ड़のシステムなどを使う人材
を育成するミッションをけ負
っています。 
── eϥーχンάやϥーχンάΞ
φリςΟΫスの研究にਐΜ
だ͖っかけはなΜだったのでし
ΐうか？
　学部生時代は本文学専߈で、

、でした。当時はࢤࢣ教ޠࠃ
なるく自分の可能性を広げよ
うと図ॻؗ࢘ॻなど、さまざま
な単Ґや֨ࢿを取ಘし、その中
の一つに「本ޠ教育」があり
ました。実際に実शの現場を経
験してみると、外ࠃ人ཹ学生や
在外ࠃ人の方々のत業に取り
組む࢟は非常にਅでやりが
いを感じましたが、教える立場
としては、文化的എܠなどによ
って学शのݸ人ࠩが大きく、ը
一的な教育ではे分ではないと
感じました。一人一人のशख़度
や文化的എܠに合った教材で、
学शࢧԉをしたいと思ったのが、
eラーニングやラーニングアφ
リティクスにਂく関わるように
なったきっかけです。
　म࢜の時に始めた携ଳి用
の教材コンテンπ੍作では、ݸ
人に৴できる教材のক来性を
感じるとともに、学श者のアク
セスϩグを活用して、教材がど
のような学श効Ռを生んでいる
かѲし、ݸผ教育にөする

ۙ、をཋͼる、eϥーχンάや学शཧシスςϜ（-.4）、ͦ してϥーχンάΞφリςΟΫス。
学शデーλを׆用して、さらにޮՌをߴΊる学श教ࡐの։ൃなͲもਐΊらΕている。
ଟ࠼なΩϟリΞをベースにこのを研究する、ݹ խ子 助教に聞いた。
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ことができそうだということに
。きましたؾ

多の大学͕ͭͳ͕る
学श管理システムをߏங

── 「学認-.4」とはͲのΑ
うなシスςϜなのでしΐうか。
「学認-.4」は、多くの大学
で利用可能な教育コンテンπの
提供と、大学͝とに学श者の管
理が可能な多くのΦプション機
能を࣋った学श管理システム

（-.4ɿ-eBrninH .BnBHeNent 
4yTteN）です。「学認」とは「学
術認証フェデレーション」のུ
で、学術eリソースを利用する
大学や、それを提供する企業・
機関、そしてNIIが連携して構
築している連合体です。この

「学認フェデレーション」の中

では、所属する�大学のID ʗ
ύスワーυがあれば連携して使
えるさまざまなサービスがあり、

「学認-.4」もその一つです。 
�0���݄にਖ਼ࣜ運用を開始
し、今では大学を中৺に��機
関が利用しており、Ϣーβー
は�ສ໊をえています。
　現在、「学認-.4」で受ߨで
きるコースは研究データ管理ߨ
で࠲ߨと、情報セキュリティ࠲
す。また機関管理者けに提供
しているΦプション機能として
は、先にड़た�छの࠲ߨの受
ཤྺ取ಘ機能があります。他ߨ
にも、自機関限定のコース作成
機能、マイクϩコンテンπ教材
作成機能、ラーニングアφリテ
ィクス機能などをテスト運用中
です。「学認-.4」や各छの機
関管理者機能は、これからもվ
ྑをଓけていきたいと思ってい
ます。システムを作るだけでな
く、現場からのフィーυバック
に応えていくとともに、より効
Ռ的な使い方を広げていくこと
も今後の課題として取り組んで
いきたいと思います。

ઓをड͚ೖΕ くͯΕる
Ϟチϕーシϣϯڥ

── 先ੜがこΕからઓしݹ
てい͖たいྖҬについて教えて
ください。 
　今後は、これまでに開発提供
してきたシステムや教材につい
て、ラーニングアφリティクス
を活用し、教育・教材をվળす
るための分ੳ手法の提Ҋや、大
学共同利用機関における教育ࢧ

ԉプラットフォームの構築と高
度化に取り組んでいきたいと考
えています。
　高教育には研究と教育とい
うೋつの大きなミッションがあ
ります。これらをどうサポート
するかが、NIIの4IN&5のよう
なࠃの研究教育ωットワーク

（N3&NɿNBtionBM 3eTeBrDh 
Bnd &dVDBtion NetXorL
の使
໋ですが、NIIは今まで研究ࢧ
ԉをメインに行ってきました。
ւ外のN3&N事業における教
育ࢧԉのಈを見ると、すでに
多くのࠃが情報ωットワークイ
ンフラを活用して大学の教育
。ԉサービスを展開していますࢧ
本においても4IN&5のඋ
や-.4の ී ٴ が 進 ん で い て、
NIIによる教育ࢧԉは実現可能
な状گになってきました。ক来
的には、NIIにおける教育ࢧԉ
の可能性をࡧし、携わってい
きたいと思います。
── NIIの研究ڥについて、
ͲのΑうに感じていますか？
　ҹ象的だったのは、新しいこ
とをやってみたいとを上げた
時に、受け入れ、ࢧԉしてくれ
るڥであるということです。಄
͝なしに൱定するのではなく、
まずはチャレンδさせてくれる。
その分ϋーυルは高くなります
が、「やりたい」と思っているこ
とに対して、पりの先生方から
のサポートがあると、とても৺
く感じます。チャンスを見つけڧ
れば、ੵۃ的にઓしていける、
そういうڥは、非常にັ力的
です。
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҉߸化ٕज़
ຊに҆શͳのかを問͏

ཧとは、ͲのΑうྔࢉܭ──
な研究なのでしΐうか。
ܭ算ྔ理は、さまざまなܭ　
算問題をղくのに必要なܭ算ྔ

算時間や必要なメモリのྔなܭ）
ど）を証໌する理です。その中
で私が進めているのは、あるܭ
算問題をղくことがࠔ難であるこ
とを࠷ऴ的に証໌する研究で、
҉߸理にਂく関わっています。
　私たちがࠒから利用している
ωットショッϐングやళ಄でのク
レδットカーυࢧいなどは、ެ
開҉ݤ߸方ࣜという҉߸化の技
術によってܾࡁ情報がकられてい
ます。クレδットカーυの൪߸を
入力したり、ۜ行にύスワーυを
ૹったりする際に、్中で౪ௌさ
れてもղಡできないように҉߸化
されているのです。ところが、こ
のެ開҉ݤ߸方ࣜが本当に҆全
なのかどうかは、いまだに証໌さ
れていません。例えば、ެ開ݤ

国立情報学研究所
情報学ϓϦϯシϓϧ研究系 ।教त

HI3"H"3", SIVJDIJ

ฏݪ ल一

若手研究者にZoom Up

҉߸方ࣜの一つである34"҉߸
は、ૉҼ分ղのܭ算がղಡࠔ
難であるという前提に基ͮいてい
ます。このૉҼ分ղのܭ算が、
本当にղಡࠔ難であることを証໌
するのが私の研究です。
　 代 ද 的 な 問 題 に「PʺNP予
想」というものがあります。これ
は、�000にアメリカのクレイ
学研究所が�00ສυルのۚ
をݒけた「ミレニアムݒ問題」
というࣣつのະղܾ問題の中の
一つです。「PʺNP予想」とは、
ղのਖ਼しさは検証できるがܭ算す
るのが難しい問題のଘ在を証໌
することであり、これが証໌でき
なければ҉߸の҆全性が成り立
たないというॏ要な課題です。
──۩ମతには、ͲのΑうにして
ެ։҉ݤ߸方ࣜの҆શੑを֬立
するのですか。
　実は「PʺNP予想」をղܾす
るだけではެ開҉ݤ߸方ࣜの҆
全性を担อするにはෆे分で、
ฏۉ時ܭ算ྔの؍点からܭ算ࠔ
難性をղੳする必要があります。

ฏۉ時ܭ算ྔとはアルΰリズムの
ۉのことで、ฏۉ算時間のฏܭ
時ܭ算ྔの؍点から見た「Pʺ
NP予 想 」 は「DiTtNP ⊈ "vHP
予想」とݺばれます。ެ開҉ݤ
߸方ࣜの҆全性を確立するには、

「PʺNP予想」をղܾした上で
「DiTtNP ⊈ "vHP予想」をղܾす
る必要があるのです。
　この他にも、ެ開҉ݤ߸方ࣜ
の҆全性を確立するにはいくつも
のステップが必要になるのですが、
そのステップを学者の3VTTeMM 
INQBHMiB[[oࢯ は���� に

「"MHorithNiDB」「)eVriTtiDB」
「PeTTiMBnd」「.iniDryQt」
「$ryQtoNBniB」というޒつの可
能世քに分ྨしてࣔしました。例
え ば「"MHorithNiDB」 は、P � 
NPであった時のզ々の世քをද
しています。この世քでは、さま
ざまな࠷ద化問題が高にղけ
ますが、同時にどのようなެ開ݤ
҉߸方ࣜでも༰қにഁられてしま
い ま す。 そ れ に 対 し て、

「$ryQtoNBniB」は҆全なެ開

現の情報௨৴ࣾձにおいて、Ωーとなる҉߸技術。現在ΘΕている҉߸が
ຊに҆શとݴえるのかを学తに証໌するのが、ฏݪ ल一 ।教तの研究ඪだ。
ੈքの学ऀとݞをฒ、題にऔりΉͦの研究のలを聞いた。

҆શͳ҉߸のଘࡏΛ
証໌͢Δ
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取材・文  元ా ޫ一　Photo  ਿ࡚ ګ一

がଘ在する世քで、多く߸҉ݤ
の 研 究 者 は զ 々 の 世 ք は

「$ryQtoNBniB」であると予想し
ています。一つずつॏ要なະղ
ܾ問題をղܾし、「զ々の世քは 
$ryQtoNBniBである」という予
想を証໌することが、学的に
ཪけされたઈ対的に҆全な҉
߸のଘ在の証໌になるのです。

理ػࢉܭ科学に͓͚る
ੈքߴ࠷ๆのにબग़

──����にબग़さΕた
�$PNQMeYJUZ SeTVMU PG UIe ZeBS�
について教えてください。
　部分関版ճ࿏࠷খ化問題の
NP全性（NPの中で࠷も難しい
ະղܾ問題であること）をղܾし
たことがධՁされ、いただいた
です。この研究成Ռは、理ܭ算
機科学における世ք࠷高ๆのࠃ
際ձٞ'0$4にも࠾されました。
──ͦの成Ռが、ެ։҉ݤ߸の
҆શੑを֬立することにつながる
のですͶ。

　部分関版ճ࿏࠷খ化問題の
NP全性のղܾは、ճ࿏࠷খ化
問題のNP全性のղܾに必要な
ステップです。後者をղܾできれ
ば、ެ開҉ݤ߸の҆全性を確立
するステップのうち、「)eVriTtiDB
のআ外」というॏ要なະղܾ問
題をղܾすることができます。
　とはいえ、実際に)eVriTtiDB
をআ外するには、どのように証໌
できるか分からないので、どのく
らい時間がかかるのか想૾がつ
きません。私が生きている間に、

「)eVriTtiDBのআ外」をなんとか
なしಘたいですね。

ඦޙのະདྷにݙߩする

──いつࠒから、このΑうな
題にもうとߟえるΑうになった
のでしΐうか。
　私がܭ算ྔ理にॳめて৮れ
たのは、大学3生の時です。そ
のࠒに「ミレニアムݒ問題」を
り、なͥこんなに難しい問題が
あるのかがؾになり、ܭ算ྔ理
にڵຯを࣋ちました。元々、
理的に考えることがきなので、
そういった難しい問題にઓした
いと思うようになりました。

　その後、ճ࿏࠷খ化問題にम࢜
�の時から取り組み、世քでॳめ
て非ϒラックϘックスؼண手法を
開発して、「ճ࿏࠷খ化問題のNP
࠷全性がղܾできれば、NPの
ѱ時wฏۉ時ܭ算ྔが同である
ï)eVriTtiDBがআ外できる）」とい
うことを証໌しました。それによ
って、本人でॳめて .BDhtey 
"XBrd（'0$4�0��、࠷༏ल学
生文）を受しています。
　34"҉߸は当面ഁられないと
思われていますが、もし世քのど
こかでີかに「P�NP」をղܾし
た人がいれば、世քの҆全は่
れてしまいます。ඦ後のະ来
にݙߩするために、この研究は
必要なのです。
──研究をਐΊていく্で、国
立情報学研究所（NII）のڥ
はいかがでしΐうか。
　常的に研究のことばかり考え
ている自分にとって、ࠊをਾえた
研究ができるだけのे分な研究
時間が༩えられるNIIのڥはと
てもదしていると感じています。
これからも、ະղܾ問題に取り組
み、少しでもະ来にݙߩする研究
にྭみたいと思います。

Algorithmica

Heuristica

Pessiland

Minicrypt

Cryptomania

?

?

?

?

?

?? ブラοΫϘοΫεؼண
の限界

ੑ૿෯ࠔ
の不可能性

∃公開鍵暗号

∃秘密鍵暗号

P ≠ NP

ಥഁ

61が࠷ѱྔࢉܭ࣌のҙຯで
とてࠔࢉܭで͋Εɺ

/1がฏྔࢉܭ࣌ۉのҙຯでࠔࢉܭ

定ཧ <)�450$�2021>

ূ໌ख๏ ：ϝλ計算量にͮ͘ج
FOCS’18, ITCS’20, CCC’20, STOC’20, FOCS’20 + α

ϝλ計算量はಓ۩ͱしͯΘΕͯいる͕、
݁Ռはϝλ計算量にґ存しないʂ

↑既存の証明手法（ブラックボックス帰着、困難性増幅）では証明できない最悪時・平均時計
算量に関する定理を証明した。
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国立情報学研究所
アーキテクチャ科学研究系 ।教त
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関ࢁ ଠ࿕

若手研究者にZoom Up

ϓϩάϥϛϯάޠݴ理で
ιϑτΣアの҆શੑをূݕ

── ソフτェΞՊ学のに
おいて、ͲのΑうな研究をਐΊ
ているのでしΐうか。
　私がࢦしていることは一؏し
て、҆全なソフトウェアを実現す
ることです。ソフトウェアにバグ

（ܽؕ）があると、例えば自ಈ運
సで人の໋に関わる事ނがىき
たり、多ֹのԾ想通՟が取Ҿ所
から౪まれる事݅がىきたりしま
す。そのような事態を͙ために、
プϩグラミング言ޠ理を利用し
て、ソフトウェアにバグがないこ
とを証໌する研究を進めています。
　プϩグラミング言ޠ理とは、
プϩグラミング言ޠの意ຯやܭ
算モデルを研究する学問です。
事や社ձに立つソフトウェ
アを実するわけではない
のですが、バグのないਖ਼しいソ
フトウェアをॻくにはどうしたら
いいのかといった、ソフトウェア
がॏ要なׂを࣋つ現代社ձで

は大きなインύクトにつながる研
究です。
── ͲのΑうにόάがଘ在しな
いことを証໌するのでしΐうか。
　プϩグラミング言ޠ理の研
究は学的な手法で行われます
が、そのためにはバグとはどうい
うものか、また関連したプϩグラ
ムはどうಈくきかということを
学的に定義する必要があります。
その上で༩えられた定義にैって
プϩグラムがਖ਼しくಈ作している
かを検証することになります。
　プϩグラムのバグを検出する
方法の一つに、ࣜにさまざまな
をׂり当て、がਖ਼しく使わܕ
れているかどうかを検ࠪする、

があります。これ「システムܕ」
までのܕシステムは、大きく分け
てೋつあり、一つの「ಈ的ܕ
け」は、のܕをあらかじめ
ܾめずに、プϩグラム実行時の
実際のによってਖ਼しくಈ作して
いるかどうかを検証する手法で、
プϩグラムの実行を通して発見
されたޡりを報ࠂしてくれます。

これに対して、「੩的ܕけ」は
プϩグラム実行前に、形ࣜに合
ったਖ਼しいܕのデータのみをॲ
理することを検証・อ証する手
法になります。プϩグラムの実
行前にܕ検ࠪを行うことで、実
行時にエラーが必ずىきないこ
とをอ証することができます。

でより使いやすい࣮ݱ
しͯࢦज़の։ൃをٕূݕ

── 現在औりΜでいる研究に
ついて教えてください。
　私が今進めている研究の一つ
は、いわΏる「෭作用」をىこ
すソフトウェアの҆全性を、੩
的ܕけによってอ証する研究
です。෭作用とは、「プϩグラム
と外部ڥとのインタラクション

（相ޓ作用）」のことで、例えば
「メモリやストレーδといったه
Աஔの使用」「キーϘーυやマ
ウスによるϢーβーからの入力」

「ෳのܭ算が相ޓにґଘしな
がら実行される状態（ฒྻ・ฒ
行ܭ算
」といったものがありま

ੈの中のさまざまな機ثがソフτェΞで੍ޚさΕる現において、
όάはॏ大なτϥϒϧをҾ͖ىこす。関ࢁ ଠ࿕ ।教तは、
ͦうしたτϥϒϧを͙く、ソフτェΞՊ学の研究にऔりΜでいる。

όάのͳ͍
ιϑτΣΞΛͯ͠ࢦ
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す。こうしたさまざまな෭作用を
統一的にଊえる組みとして、
代的作用 （෭作用の意ຯを代
的に定義する組み
があり、
これを੩的ܕけに取り入れる
ことでさまざまな෭作用をҾきى
こすソフトウェアの҆全性を検証
する研究を行っています。
── θϩτϥスτにΑってIP5シ
スςϜをकる研究もਐΊていると
のことですが、۩ମతにはͲの
Αうな内容ですか。
　ै来のセキュリティ手法ではω
ットワークの内 外を۠ ผする

ࢿをઃけ、कるき情報「քڥ」
のアクセスを内部だけに限࢈
定することで҆全性を確อして
いました。しかし、ࡢ今ではこ
のようなڥքをઃけ、外部から
内部の৵入を͙だけではෆ
े分になりつつあります。そこで

「θϩトラスト」という、ڥքの
֓೦をࣺてڈり、情報࢈ࢿにア
クセスするものは全て৴用せず
に҆全性を検証するという考え
方がొ場してきています。զ々は
ソフトウェア理とシステムソフ

トウェアの融合によって、θϩト
ラストの֓೦を౿ऻした、҆全
なIo5システムの実現をࢦして
います。
　理研究では、Io5システム
の学的モデルに基ͮく੩的検
証と実行時検証の融合をࢦし
ています。また、システムソフト
ウェア研究では、理的成Ռと
連係して実行ִ離・自ಈ検・
自ಈ対ॲ機構を開発し、θϩト
ラストIo5システムを実証するこ
とをࢦします。

「ͳΜͱͳく」に学తߏ
を݅ࣄ͚ͯͭݟやނࣄを͙

── ソフτェΞՊ学を研究する
ことの໘നさはͲこにあるのでし
ΐうか。
　私がソフトウェア科学、ಛに
プϩグラミング言ޠ理にڵຯ
を࣋ったきっかけは、༑人から
教えてもらったプϩグラミング言
理に関するॻ੶をಡみ、プޠ
ϩグラムに学的な構を当て
はめることができるとったこと
でした。人間がなんとなくこうಈ

くだろうと思っているソフトウェ
アに、きちんと学的な構を
見つけてその意ຯを発見する。
Կがあるのか分からないδャン
グルの中から、ๅを見つける
ような感֮です。そういう発見
が、コンϐュータシステムのޡಈ
作を͗、実世քでىきる事ނ
や事݅を͙といった、大きな
社ձݙߩにつながると思ってい
ます。
── ͦうした研究に、国立情報
学研究所（NII）のڥはదし
ているのですͶ。
　そうですね。ここでは情報系
の研究者が一つのݐにूまっ
ているので、Կか相ஊしたいと
思ったら、ؾ軽にをֻけられ
ます。他の大学の場合、同じ分
野の研究科でもキャンύスが分
かれていることもあるので、みん
なでٞしやすいのはྑいڥ
だと思いますね。
　一方でNIIは、一ൠ的な大学
のように教तや।教त、ॿ教が
一ॹになって一つの研究に取り
組むのではなく、ݸ々の研究者
が独立して研究できるというಛ
もあります。一人で々と研
究に専೦できるڥでもあるの
です。とはいえ、ಛにए手の研
究者はੵۃ的に他の研究者とつ
ながって、いろんなコラϘレー
ションをした方が、研究範囲が
広がり面白いと思います。私自
身も、現在NIIの中でแׅ的ソ
フトウェア研究としてࡾつのプϩ
δェクトに関わっており、いろん
な先生からさまざまなࣝをٵ
ऩしています。
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国立情報学研究所
アーキテクチャ科学研究系 助教

SHIMIZU, Sayako

清水 さや子

若手研究者にZoom Up

学術eリソースを利用する大学、提供する機関から成る「学術認証フェデレーション（学認）」。
先端の認証認可技術の検討を担う、清水 さや子 助教に、
研究内容や今後の課題、研究の意義について聞いた。

認証技術の高度化で
研究教育の向上へ

「学認」をより豊かに、
より多くの人に使いやすく

── まず、現在の国立情報学研
究所（NII）での所属と研究の
概要について教えてください。
　私はアーキテクチャ科学研究
系という研究系の教員として働
きながら、事業系である学術基
盤推進部の学術認証推進室の業
務にも携わっています。NIIには、
NIIの事業に関わる研究を担う
方と、事業に限らず独自の研究
テーマに取り組む方がいて、私
は前者ということになります。
　私の研究テーマは次世代の認
証連携の検討で、学術認証推進
室が事業として提供しているサ
ービスにも関わってきます。
　NIIでは、多くの大学や関係
機関と連携し、各所属機関が発
行するアカウントを使って学内
外の情報サービスにアクセスす
るための認証連携のフレームワ
ークとして、「学術認証フェデレ
ーション（学認）」を構築・運

営しています。
　私は学認をベースとした次世
代認証連携、中でも、高度な認
証技術を多くの教育研究機関に
展開するためのIdP（Identity 
Provider）ホスティングサービ
スの検討と、認可効率化のため
のグループ管理機能の高度化な
どを担当しています。
── 学認をベースとした研究の
狙いについて教えてください。
「学認」は、学術eリソースを
利用する大学と、サービスを提
供する機関・出版社から構成さ
れている連合体です。学認に参
加している大学などに所属して
いる人は、大学が発行する統合
IDを使って学認に参加する多く
のサービスを利用できます。学
認には、現時点でおよそ300の
機関が参加しています。新たに、
研究データの活用・流通・管理
を促進する次世代学術研究プラ
ットフォーム事業が始まり、高
度な認証が求められるようにな
った今、全ての教育研究機関に

おいて、学認の参加が必須にな
りつつあるため、多くの機関に
参加してもらえるようサポートし
ていたいと考えています。また、
新たなデータサイエンス基盤で
は、教育研究機関だけでなく、
これまでは学認に参加できなか
った立場の方々にも加わっても
らいたい局面も増えてきます。
　例えば、大学の研究者が企業
研究者と共同研究を行うケース
は多いと思います。とはいえ、
IDの発行や管理に関しては各機
関でかなりのバラつきがあり、
大学のようにある程度の統一性
が取れている相手と同様に扱う
ことはできません。
　こうしたケースにも対応できる
よう、認証機能の高度化を図ろ
うというのが、研究の狙いです。
ここでは一言に認証と言ってい
ますが、単に「本人であるか」
を確認する「認証」だけでなく、
サービス側から見て、「この人に
はこの機能の使用を許可します」
という「認可」もあり、私として
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は、認証と認可をうまく融合さ
せた形で、さらに効率的に運用
が行えるようにできないかという
ことを追求しています。

大学のシステム管理者の
負担を軽減したい

── 研究の中でも特に苦労して
いる点や、一方でやりがいを感
じる点はありますか？
　研究開発とは少し離れた部分
になってしまいますが、「各大学・
機関によるポリシーの違い」を
どうまとめていくかが非常に難し
いですね。研究してシステムを
作り上げたとして、実用化する
際には、運用ポリシーを定める
必要があります。しかし、多く
の大学や研究機関を対象として
いると、ID管理の実態ひとつ取
ってもさまざまな違いがあります。
それぞれ意見を取り入れながら
まとめていくのですが、落とし
込むには時間もかかりますし、
しばしば想定外の問題も出てき
たりします。
　また、学認に参加するために
は、各機関でIdPサーバを立て
る必要があるのですが、大学に
よっては、なかなかそこまでの
予算的・人的な余力がないこと
も多く、それが一つの障壁にな
っています。そうした部分を、
NIIでどのようにサポートしてい
けるのかというのも、現在の大
きな課題です。
　とはいえ、「一つのIDで、自
大学だけでなく、さまざまな機
関のサービスを受けることがで
きる」という学認のメリットは、

今後、その範囲が広がっていく
ことで、さらに大きくなっていく
と思います。その点で、研究に
携わることができる意義も感じ
ます。
── さまざまな課題がある中で、
何が研究を続けるモチベーショ
ンになっていますか？
　もともと私はNIIに来る前は、
大学の情報基盤センターで技術
専門職員を務めていたのですが、
元大学の職員の立場として考え
ても、大学側で細かい管理をし
なくてもNIIから提供してもらえ
るサービスがあるのなら、進ん
で使っていきたいと感じると思い
ます。私自身がシステムを使う
側の立場を経験したからこそ、
さまざまな教育研究機関に対し
てサービスを提供し、それら機
関の中でシステム管理をしてい
る人たちの負担を少しでも軽減
してあげたいという思いが私の
モチベーションになっています。

問題を共通化した
サービスを提供できる

── NIIで研究することのやりが
いについてお聞かせください。
　大学勤務時代にも大学で使用
可能なサービスの構築など行っ
ていたのですが、やはりどうして
も、一つの大学で使える範囲内
に限られてしまっていました。し
かし一方で、同じニーズや同じ
悩みを抱えている大学は多いの
が現状です。そんな部分を共通
化したサービスを広く提供して
いけるのは、大学共同利用機関
法人であるNIIだからこそで、そ
こに携わることにやりがいを感じ
ます。また、NIIには、さまざま
な研究に携わっている研究者が
いらっしゃるので、他の分野の
先生方とコミュニケーションを
取りつつ進めていくシーンが多
いのも非常に面白く、刺激にな
っています。
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国立情報学研究所
૯෦اը՝اըチーム һ

"S","8", %aJkJ

ઙ 大ً

若手ࣄ系৬һにZoom Up

情報学の࠷先端の研究成ՌががΕていくͦ のӨで、
研究にඞ要なࣄॲཧをಓにਐΊるのがࣄܥ৬һのׂだ。
研究をࢧえるࣄとはͲのΑうなものか、एखࣄܥ৬һのઙ 大ً һに聞いた。

最先端の研究を
縁の下で支える

── 国立情報学研究所（NII）
でのࣄܥ৬һのۀ内容を教
えてください。
　組৫としては、学術基盤推進
部と૯務部のೋつが事務を担当
しています。学術基盤推進部は、
NIIの  ׂ で ある「 研 究 」と

「事業」のうちの事業系を中৺
に担っています。私が所属して
いる૯務部は、企ը課、૯務課、
ձܭ課に分かれていて、一ൠ的
な企業などと同様に૯務、人事、
務・経理といった組৫運営にࡒ
加え、研究者のサポートにまつ
わる業務を行っています。例え
ば、研究成Ռの取りまとめや研
究ձٞの運営、ࠃ内外の大学と
連携して行う研究活ಈの対応な
どです。他にも、NIIは人材育
成のための大学Ӄ教育として、
૯合研究大学Ӄ大学に参ըし、
情報学を学Ϳ学生のࢧԉなども
行っています。
ըチーϜは、Ͳのاը課ا──
Αうなׂを担っていますか？
　大きな業務としては、ධՁ業

務と運営ձٞ・アυバイβリー
Ϙーυの実ࢪがあります。ධՁ
業務は、学Ґत༩機構や文部科
学লなどからґཔを受け、各研
究室から上がってきた研究ධՁ
を取りまとめる業務です。運営
ձٞとは、研究所の教員બ考や
共同研究ܭըのようなNIIの運
営に関するॏ要事߲の৹ٞを行
うձٞです。私たちは、実ࢪの
ための程ௐからࢿྉ作りに
るまでの業務を担当していまࢸ
す。アυバイβリーϘーυとは、
所のࢾ問に応じてࠃ内外の༗
ࣝ者の方からNIIの研究に関す
るさまざまな意見をいただくこと
で、私たちは、そこに参加する
研究者のサポートを担当します。
૯じて、所内の各研究室や外部
の方との連携を取る業務が多い
ですね。

ઌの研究に৮Εͳ͕Β࠷
研究者にྑ࠷のڥを提供

──NIIにब৬した͖っかけを
教えてください。

　大学共同利用機関法人はެ務
員ࢼ験と同じ科で࠾用ࢼ験が
受験できるため、情報・システ
ム研究機構のઆ໌ձに参加しま
した。実はそこでॳめてNIIとい
う組৫をって、その業務につ
いてڵຯを࣋ち、NIIで働きた
いと思うようになりました。大学
は経ࡁ学部でしたが、ύソコン
がきで、大学でもプϩグラミ
ングを学Ϳなど情報学に関৺が
あったため、NIIに属になっ
た時は、とてもخしかったです。
新ଔでNIIに入職して、�0�3
現在で̎になります。࠷ॳ
のࠒはӈもࠨも分からない状態
でしたが、今では業務全体を
Ѳして、自分なりに考えて事
ができるようになってきました。
のͲࣄ৬һとしてܥࣄ──
のΑうな෦にやりがいを感じ
ますか？
　NIIの事という点では、世
の中を大きくมえる、ॏ要かつ
先の情報学の研究や研究者࠷
をサポートしているということに
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、っています。加えて࣋りをތ
ධՁ業務などを通じてさまざま
な研究に৮れることや、ձٞの
運営業務などで実際に研究発ද
をฉく機ձもあるため、自વと
ॏなࣝをಘることができまو
す。企ըチームの一員として実
際に担当した事では、アυバ
イβリーϘーυのため来した
ւ外の研究者のサポート業務が
ҹ象ਂかったです。当時は、新
のためにࡦコϩφウイルス対ܕ
入ࠃ手ଓきもかなりࡶでۤ࿑
しましたが、研究者のرを取
り入れつつ、ແ事に̍ि間のサ
ポートを務めऴえた時には、大
きなୡ成感がありました。
──৬ڥはいかがですか？
　私はまだ企ըチームの事し
か経験がないため、部ॺによっ
てҹ象はҟなるかと思いますが、
事の進め方などはॊೈ性があ

り、非常に働きやすいと感じて
います。
── 現在、ࣄをする্で、課題
となっていることはありますか？
　多くの部ॺではిࢠ化が進ん
でいますが、まだࢴ文化がっ
ている一部の部ॺではやりとり
に時間がかかることもあります。
大学や所など連携している外
部機関がまだࢴベースのところ
も多いため、なかなか進んでい
ないのが実情です。ձܭなどに
まつわる部分ではあるため、難
しいことはঝしていますが、
ল力化や効率化のためにも、で
きるだけਝにD9を進めていく
きだと考えています。

ҰͭҰͭݧܦをੵΈ
にࡐにԠ͑ΒΕる人ظ

、৬һとしてಇく্でܥࣄ──
ॏ要なࣝやスΩϧ、ݧܦなͲ

はありますか？
　۩体的なࣝやスキ
ルというわけではない
のですが、チームでԿ
かに取り組むことがで
きる力のॏ要性は々
実感しています。事務
系の事は、研究者
にدりఴい、研究活ಈ
のサポートを務めるこ
とはもちろん、部ॺ全
体でॿけ合ってよりྑ
い成Ռを出していく必
要があります。学外の
組৫と連携する業務も
あるため、人とのコミ
ュニケーションを大
にする意ࣝはܽかせま

せん。
　また、NIIは情報学の研究機
関ですが、事務系職員は情報学
のスϖシャリストである必要はあ
りません。私自身、θϩからの
スタートでした。ただ、情報学
の分野は進݄าのスϐーυで
発展しています。そのため、
から情報学に関するニュースࠒ
などにもアンテφをுっておくと、
さまざまな研究と世の中とのつ
ながりを感じることができるので、
事のモチベーションが高ま
ると思います。
──एख৬һが׆༂するたΊに
は、ͲのΑうなڥがඞ要だと
？いますかࢥ
　現状、新入社員研मのような
新ଔの教育機ձが少ないため、
より増えるとྑいと思います。事
務系の事は、自分が所属して
いる部ॺだけでなく、他部ॺの
事内༰や各研究所の研究内༰
など全体૾が分かると、事が
やりやすくなりますし、事の
意義も໌確になります。そのた
め、まずは入ってす͙に組৫の
全体૾を学Ϳ機ձがあると、ス
ムーズに業務を進められるかと
思います。
　私が入職した当時の上࢘は、
非常に教育৺な方で、在勤
務推ظ間も、私の出勤に合
わせて出勤し、新人の私にでき
るだけدりఴったࢦಋをしてくれ
ました。「ক来のNIIをҾっுっ
てくれるような人材を育てたい」
というその上࢘のظに応える
ために、今後もਫ਼一ഋ力して
いきたいです。
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立情報学研究所ࠃ
アーキテクチャ科学研究系 教त
クラウυࢧԉ室

5",&'US", "UTVko
 ࢠͭ͋

立情報学研究所ࠃ
アーキテクチャ科学研究系 教त
学術ωットワーク研究開発センター
෭センター

,U3IM050, 5akaTIJ
ຊ܀ ਸ

立情報学研究所ࠃ
コンテンπ科学研究系 ।教त
Φープンサイエンス基盤研究センター
෭センター

,0MI:"M", :VTVkF
ࢁࠐ ༔հ

サービスの々がؚまれています。
ஈは情報技術を意ࣝすී　ࢁࠐ
る場面が少ない方 も々、大学の情
報基盤センターや図ॻؗサービス
は常的に利用していると思いま
す。私は、情報基盤センターとの
連携を中৺に活ಈしていますが、
大学図ॻؗと連携する部ॺにも
関わっています。これからの大学
図ॻؗは、ॻ੶やࢿྉをआりたり
ಡんだりする場としてだけではな
く、広くデータをूめて発৴する
ׂ、開かれた「Φープンサイエ
ンス」を促進するׂ、そして
本の学術研究を推進するύワーと
なることがظされています。

基盤構築を的としたサービス提
供も行っています。
── 学術情報ج൫の提供は、NII
の׆ಈの中でͲのΑうなҐஔけ
にあるのでしΐうか？
ຊ　NIIは、「研究」と「事業」܀
を྆ྠとし、学術情報基盤の運
営は「事業」にあたります。そこ
には大学間をつな͙ωットワーク
4IN&5、大学や研究機関のクラ
ウυಋ入をサポートする「学認ク
ラウυ」、学術情報のެ開や発৴
を行う「$iNii（サイニィ）」など、
研究者や大学生、大学Ӄ生など
の方々が、的あるいは間
的に、ຖのように利用している

学ज़情報ج൫ϥΠϑϥΠϯ

── ૣ ですが、NIIはͲのΑう
な学術情報ج൫を提供している
のでしΐうか？
ຊ　4IN&5�とNII 3D$を中܀
֩に学術研究コミュニティ全体の
研究や教育活ಈに必要な情報基
盤を作り上げ、提供しています。
ωットワークڥやクラウυ利用、
研究データの流通など、多֯的
で૯合的な学術情報基盤です。
　他にも、各大学や各研究
機関が相ޓに認証連携を行うた
めの基盤の提供や、大学間の連
携による情報セキュリティ体੍の

ֶ術ใج൫͔Β
研究ͱࣾձΛ͑ࢧΔ

国立情報学研究所（NII）が提供する学術情報ج൫は、
ωοτϫーΫج൫「4IN&5（αΠωοτ）」と研究デーλج൫「NII 3%$」を中֩に、

Ϋϥυڥ、認証、ηΩϡリςΟをแؚした「学術研究ϓϥοτフΥーϜ」だ。
国内の大学ɾ研究機関における研究ɾ教ҭ׆ಈの૯߹としてのࣝج൫となることをࢦし、
。ってもらったޠ༔հ ।教तにͦの現を ࢁࠐຊ ਸ 教तɾ܀ஙに関Θる、 あつ子 教तɾߏ
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だくことで、情報Ҏ外のさまざま
な研究・教育分野でIo5が活用
されるようにࢧԉしています。ԕ
く離れた大学の研究室同࢜が、
実験機ثやଌ定ஔからಘられ
るデータをリアルタイムで共༗し、
それぞれղੳしたり、見を共
༗したりできます。
そのようなΦープンサイエ　ࢁࠐ
ンスの流れは、世քでもڧくなっ
ています。私の所属するNIIΦー
プンサイエンス基盤研究センター

（3$04ɿ3eTeBrDh $enter Gor 
0Qen 4DienDe Bnd DBtB 
PMBtGorN）では、Φープンサイ
エンスのための研究データ管理・
利活用を行うためのサービスであ
るNII 3D$を開発・提供してい
ます。サービスのಛは、「ウェ
ϒϒラウβ上で使えるアプリケー
ション」というところです。ウェ

大学間でϊウϋウの共༗を行い
やすくしたりすることにも取り組
んでいます。ۙ࠷では、文系の
学生もプϩグラミングを学Ϳよう
になり、プϩグラミング言ޠの教
育をΦンラインで行うなど、ध要
が多様化しています。
　4IN&54treBNは、 モ バ イル
4IN&5の活用をࢧԉするために
開発されたIo5開発用のソフトウ
ェアです。モバイル4IN&5は、
4IN&5の中に専用ωットワーク
を作るサービスをモバイルまで
֦ுしたもので、Io5でूめ
たデータをクラウυや大学のܭ算
機に҆全にૹることができるよう
になります。4IN&54treBNは、
そのようなωットワークインフラ
の上でIo5を活用したシステムの
開発を༰қにするソフトウェアで
す。4IN&54treBNを使っていた

ͱしͯۀ の情報ج൫ߏங
ͦのڵຯਂ͞ͱ໘ന͞

── 大学や研究機関を௨じて、
ࣾձにくਂく関Θる׆ಈですが、
ͦΕͧΕ۩ମతにͲのΑうなऔり
Έをしているのでしΐうか？
　クラウυコンϐューティン
グに関しては、私は今、大学や
研究機関のクラウυಋ入・活用
をサポートする学認クラウυサー
ビスと、広Ҭデータのऩू・ղ
ੳプϩグラム開発をࢧԉするソフ
トウェア「4IN&54treBN（サイ
ωットストリーム
」プϩδェクト
に関わっています。基盤そのもの
を作るというより、基盤の活用を
ԉするためのサービスです。Ҏࢧ
前は、各大学や研究機関は組৫内
で管理するܭ算機でシステムを構
築するのがओ流でしたが、クラウ
υの方が҆定していて使いやすい
ということもあり、そちらにҠ行す
る流れになっています。学認クラ
ウυでは、クラウυಋ入のஅ材
ྉやクラウυサービスを利用しや
すくするためのポータルサービス、
研究や教育でクラウυを活用する
ためのπールや情報などを提供し
ています。
義や実शߨ、の大学ではۙ࠷　
をはじめ、Φンラインのニーズが
増えています。ߨ義でΦンライン
システムを使用している大学にώ
アリングして、NII内部で開発し
たΦンライン教育システムを༰қ
に構築できる手ॱॻを作り、実
際に使っていただくこともありま
す。さらに、トラϒルや使いͮら
さについても率な意見をおฉき
し、よりྑい手ॱॻを作成したり、

シンガポール グアム

学術研究プラットフォーム概念図
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に合わせてࢹௌできるわけですが、
݁局、ࢹௌされないままになって
しまうこともあります。ॳ対面の
方同࢜の人間関係の構築のため
にも、リアルの場はॏ要です。一
方、ԕִの方とスϐーディーに
情報ަするには、Φンラインの
機ձも大です。コミュニケーシ
ョンڥを提供する立場として、
のޡࡨ行ࢼ、దなバランスは࠷
్上です。
　そうはいっても、新ܕコϩφ感
છのӨڹによって大学をؚめ
て社ձ全体のD9が進み、クラウ
υの理ղと利用が促進された
のは事実です。よりྑいม化につ
な͙ことができるように、々ษ
。をॏねていますڧ
世ք的な流れで言います　ࢁࠐ
と、ここ、学術研究のެද
に関する状گが、大きくม化して
います。例えば、ւ外ではݖҖ
ある学術専門ࢽに文を発දす
る時、研究者が高ֹな出版අを
うだけではなく、文に関ࢧ
係するデータなどの的࢈ࡒを
ৡすることに同意する必要があ
ります。その文に使った図版を、
ॻ੶や他の文に使おうとすると、
大学や研究機関がඅ用をって
そのݖ利をങいさなければな
らないということがあるのです。
　各大学や各研究機関が、自分
たちが生み出した的࢈ࡒを自
ら管理できることは、ۃめてॏ要
だと思います。世քを見すと、
そのҬのࠃՈ連合の中でそう
いう的࢈ࡒの基盤をઃけてい
る場合もあるのですが、意思ܾ
定や運営に大手学術出版社が入
っていたりします。そうなると中

サービスには多様な内༰がؚま
れていますが、私は4IN&5とい
うωットワークそのものを担当し
ています。
　通৴事業者から提供されるω
ットワークサービスだけでは、学
術研究という的のためにはे
分ではありません。大学や研究
機関の研究者のօさまからニー
ズをฉき取りながら、ニーズに合
わせたωットワークを自らઃܭし、
必要なௐୡを行い、組み合わせ
てωットワークを作り上げます。
そして、実際にωットワークを͝
利用いただきながらௐを܁りฦ
し、より多くの研究者のօさまに
使っていただけるように活ಈして
います。
　このような、本全ࠃだけでは
なく世քにもڌ点のあるωットワ
ークઃܭができる事は、めっ
たにありません。大มですけど、
やりがいも大きいです。

ม化のܹしいࣾձで
/**͕Ռたすׂ

──こうしたऔりΈでは、༧
さΕていなかった課題が現Εるこ
ともগなくないのではないかとࢥ
います。ͦの点は、いかがでしΐ
うか？
　ۙ࠷では、やはり新ܕコ
ϩφ感છのӨڹが大きいです。
学認クラウυでも、セミφーを開
するにあたって、Φンライン方࠵
ࣜやΦンデマンυ方ࣜにせざるを
ಘない時ظがありました。でも、
参加することによる「ू中で
きる」「参加している実感がある」
という部分は、なかなか代ସでき
ませんね。Φンデマンυだと合

ϒϒラウβ上で使えれば、04や
機ثにとらわれずに自༝に使える
可能性が高くなります。
　3$04は、ઃஔされた�0��
から�0��にかけて、データ検
データެ開、そして私がやっ、ࡧ
ている研究データの管理・共༗
のࡾつの基盤構築に取り組んで
きました。�0��からは、さら
に活ಈ内༰を広げ、データΨバ
φンスのڧ化・データ分ੳの࠶
現性の上・研究D9のࢧԉなど
にも取り組んでいます。研究セン
ターの体੍もࡾつの基盤チーム
から、新ن�機能のチームに増え、
メンバーも�0人とかなり増え
ました。
　業務は、研究・開発など理
系のシステムを専門的に扱ったり、
プϩグラムをॻいたりするだけで
なく、広報・営業など非常に多
、にわたります。多様な業務にذ
多様なօさんのݸ性を生かしな
がら研究基盤を作り上げています。
理・ҩༀ・情報・人文社ձ科
学と分野を問わず、Φープンサイ
エンスを発展させるための取り組
みがଓくຖは、とにかく面白い
ですね。
── ࣮にଟ༷な方ʑが׆༂して
いるのですͶ。܀ຊ先ੜはいか
がですか。
ຊ　NIIが提供する学術情報܀
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り、社ձに必要なインフラを
උし、広めていく事というの
は、やはりやりがいを感じます。
　先΄どもに出た通り、
NIIには「事業」と「研究」の
事がありますが、そのೋつを
྆立できるのがNIIの事業系の
研究者のメリットだと思います。
研究をしていると、「自分の研究
はՌたして世の中のに立って
いるんだろうか」と悩むことが少
なからずあります。しかし、NII
では研究の成ՌをΦープンソー
スにしたり、サービスとして展開
したりして、社ձのݙߩを実
感できます。
　また、事業系は、チームでಈ
くことが多いのがಛです。ए
い方が、同྅や先ഐ、管理職に
相ஊしながらແ理なく成して
いけるڥだと感じています。
育ٳを取ಘするஉ性研究者も
しくありませんが、それは、チー
ムだからこそのಛ৭だと思います。
ຊ　バックグラウンυの多様܀
性も、ಛ৭の一つだと思います。
企業出身の私にとって、学術研
究の世քはとても刺激的ですね。
非常に多様な方がいて、෯広い
教ཆでຬちたڥです。
　次世代を担うさまざまな研究
者の方と、さらに事業を発展さ
せていきたいです。

立とは言えないし、営利企業の
意にࠨӈされることもආけられ
ません。
　そこで私たちは、大学や研究
機関にデータそのものをした上
で、文と関連させて単一のデ
ータ基盤の中で検ࡧができるシス
テムͮくりをࢦしています。こ
れは、ຽ間企業にはできない、
立の機関だからできる取り組みࠃ
です。
　そして、この課題に関してॏ要
なׂをՌたすのが、データキ
ュレーターです。研究成Ռをެ
දするために、加情報を༩え
る、いわば「情報の利き」の
ようなデータを理するׂです。
どのように研究データを理し、
加情報を༩え、NII 3D$が提
供するストレーδに入力していた
だくのか、まだٞ中の部分は
多いですが、ক来的には大学図
ॻؗがこのようなׂを担う可
能性があります。
ຊ　私の業務に関連するとこ܀
ろで言うと、4IN&5では、ध要に
合わせてճઢを増ڧしてきました。
現在、本全体を�00(CQT ճ
ઢで݁んでいますが、通৴の情

報ྔが増えてきた౦ژʕ大ࡕ間
を�00(CQTに増ڧする予定です。
ध要はࢦ的に増えていますが、
ճઢ༰ྔを同じϖースで増ڧさ
せることは؆単ではありません。
でも、増ڧさせていかないと、す
͙に「ωットの流れがѱい」とい
うことになります。ध要に合わせ
たదな増ڧはॏ要と考えてい
ます。
　もちろん、ྔだけではなく新し
いωットワークサービスの開発お
よͼ提供にも取り組んでいます。
例えば、ウェϒサーバの߈
ܸからकるための新たなサービ
スも開始しました。4IN&5内に
ઃஔしたサーバが自ಈ的に通৴
を分ੳしܸ߈を検出した場合、
自ಈ的にܸ߈をःஅする組み
をり込んだサービス提供を行っ
ています。このようなωットワー
クサービスを提供することで、よ
り҆定的にωットワークを͝利用
いただけるようになります。

多༷ੑ͋;Εる
やり͕いのๅݿ

── Ͳのଆ໘もతなチϟレン
δとࣾձのΠンύΫτにຬͪて
いて、ඇৗにັྗతな׆ಈだと
後に、先ੜ方が感࠷。いますࢥ
じる、こうしたNIIでののັ
ྗを教えてください。
NII 3D$は、文部科学ল　ࢁࠐ
の「"Iの活用を推進する研究
データエコシステム構築事業」
にも࠾され、理化学研究所、
౦ژ大学、໊ݹ大学、大ࡕ大
学の�機関と連携しながら、基
盤のීٴと開発を進めています。
Ո単Ґのプϩδェクトに携わࠃ
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となるので、体系的に情報科学
を学ば研究も問題なく行えると
いうわけだ。

৽ܕίϩφのӨڹを
い෩にม͑ͯ

　時をさかの΅り、ୈظ�生がプ
ϩグラムの始ಈをちわͼていた
�0�03݄、新ܕコϩφによる
ύンデミックが発生。�݄からの
プϩグラムは、全面的にΦンライ
ンとなった。
　Տྛݪ 教तは、「大学に実際
に来て研究者とަ流し、研究
に৮れてもらう機ձがなくなっڥ
たという意ຯでは、௧手でした」
と、当時をৼりฦる。
　しかし、よい面もあった。受ߨ
生たちは、์課後も部活やक़な
どでしく、ࢦಋにあたる大学教
員たちと、ۭき時間をࡲり合わせ
ることはࠔ難だ。さらに、ւ外在
ॅの受ߨ生もຖ໊いる。ビ
デΦߨ義なら、どこにいても、自

連携がऑく、世քトップレベルの
研究者を生み出すところまで、つ
なげられませんでした」
　そこで企ըされたのが、全ࠃ
の中学生・高ߍ生代に࠷先
の情報科学を学Ϳ機ձや自ら研
究する機ձを提供する「情報科
学のୡ人プϩグラム」だった。
ૉཆと意ཉを࣋つティーンエイδ
ャーたち�0໊程度が、ʙ �
をかけて大学レベルに相当す
る情報科学を学Ϳ。その後、બ
ൈされた受ߨ生が、メンター（ए
手研究者）のࢦಋを受けて自ら
研究に取り組む。度の3݄
には、࠷後の上げとして、情
報ॲ理学ձの全ࠃ大ձで発දを
行う。研究テーマは、理的研
究、アルΰリズム、アプリケーシ
ョン、ϋーυウェア、さらにήー
ムུ߈法など多࠼。もともと、
大学3生程度のプϩグラミング
能力とアルΰリズムのࣝを࣋つ
中学生、高ߍ生、高専生が対象

、ҭ࠽
大学かΒです͗る

　世քでは今、情報科学をけんҾ
する研究者や新しいサービスを
社ձに提供する技術者たちの中
৺を�� ʙ3ࡀ�のए手が担ってい
る。経ྺを見ると「খ学生の時か
らプϩグラミングに中し、スキ
ルと実をධՁされて໊門大学
に入学」といったエϐソーυも
しくない。しかしこれまでの本
の教育システムは、೦ながらそ
ういったҟ࠽の育成には「దして
いなかった」とՏྛݪ 教तは言う。
「�0�0代、世քの情報科学
人材がए化していく中で、本
はएい世代の育成の立ちれが
課題でした。本の高ߍ生は、
際情報Φリンϐックに出場すれࠃ
ば�連ଓで出場メンバー全員が
ۚメμルを֫ಘするなど、࠽能
のあるࢠはたくさんいます。しか
し、その先の大学、大学Ӄとの
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Տྛݪ ݈一

未来の
情報科学の
達人を育てる

情報Պ学に関するૉཆと意ཉを࣋つςΟーンΤ
Πδϟーをੈքのୈ一ઢで׆༂する研究ऀɾ技
術ऀとಋく「情報Պ学のୡਓϓϩάϥϜ」
ຊϓϩάϥϜの౸ୡ点と今後について、اըӡ
Ӧを担うՏྛݪ ݈一 教तに聞く。



൷されかねない一面もある。
運営しながら、意ࣝしଓけている
ことの一つは、社ձのؐ元だ。
「世の中にはʰエリート教育で、
উち組がさらにউつ状گをॿ
するʱという൷もあるでしΐう。
しかし、༏लな人材を生み出し
力を高めることと、֨ࠩੋਖ਼ࠃ
は、相しないはずです。利ݖ
を独りめするのではなく、社
ձをྑい方にಈかせる人材が
育ってくれればと考えています」
　また、ࠃの機関が実ࢪする意
義も自らに問いଓけている。
「本プϩグラムでは、他ࠃでよく
あるʰϒランυ大学にඈͼڃ入
学ʱといった受ߨ生のインセン
ティϒは用意していません。また、
少なくとも現時点では、ຽ間企
業からもॿ成は受けていません。
あくまでものࠜ的な活ಈであり、
スϐーυ感やنはあまりॏࢹし
ていません。でも、フェアに本
社ձを刺激しଓけるଘ在であるこ
とがॏ要だと考えています。そこ
が、ࠃの機関が実ࢪすることの
意義でもあると考えています」
　मྃ生は�0後、どのように
社ձでӋばたいているだろうか。
情報科学のಓをาみଓけた先で、
あるいはผのಓをબんだとしても
その先で、「情報科学のୡ人プϩ
グラム」での学ͼをؐ元してくれ
るに違いない。
　ະ来のઓは、これからも
ଓいていく。

ൺ率も、現在は��ˋۙくまࢠঁ
で増加している。ঁࢠ中高生が
情報科学に関৺を࣋つ機ձは、
いまだෆؾຯではあるが、状
。はվળされつつあるگ
　一方、現在もなおਂࠁなのは、
大ݍࢢと方の֨ࠩだという。
「方の中高生には、本プϩグラ
ムのような情報がे分にಧいて
いないようです。hまだ高ߍ生なの
にʁ とɦいうۭؾもあるのかもしれ
ませんね。ಓに理ղを広げてい
くしかないと思っています」
　だからこそ、NIIでは「�0ܭ
ը」をܝげている。Տྛݪ 教तは

「プϩグラムのमྃ生たちが大学
Ӄをमྃし、ത࢜学Ґを取ಘした
プϩ研究者や技術者としてาみ
始めるのがちΐうど�0後。メン
ターとしてってきてくれれば、
プϩグラムは自વにճっていくよ
うになるでしΐう。そうなれば、受
生にとっての意ຯや社ձにとߨ
っての意義も、より広く理ղされ
るはずです」と、展をޠる。
　एい「情報科学のୡ人」たち
が活༂し、後進の育成に当たり、
本に多様なݙߩをするlエコシ
ステムzが形成されれば、大ࢢ
と方の情報֨ࠩもॖখできݍ
るかもしれない。

ϑΣアに、のࠜతに
าΈ࢝·ͬたかり

　一方で、本プϩグラムは世間
一ൠから「エリート教育」として

分のϖースで理ղできるまで学श
できる。当ॳ、ߨशは対面を予
定していたが、ύンデミックがऩ
ଋした現在もΦンラインのままだ。
　なお、リアルでूまる機ձも
3ճઃけている。大学見学が�ճ
と、プϩグラムऴྃ時の情報ॲ
理学ձ全ࠃ大ձだ。
「大学見学では、大学生もめっ
たに入れないܭ算機センターの
中を見る機ձがあります。スーύ
ーコンϐュータがಈいているその
場で、ੲの$P6やコンϐュータ
の実を見せてもらったりしなが
ら、みんなʰ৴じられないʱとい
うද情をしていますよ。生まれた
時から、コンϐュータがあって当
વの世քで育っているࢠたちには
刺激的でしΐう」
　全ࠃの大学や企業との連携は、
NIIならではのڧみ。૯合的な学
ͼや、研究の先に৮れる機ձ
を提供する上で、多様な機関と
の連携はܽかせない。本プϩグ
ラムの実ࢪには、情報ॲ理学ձ
に加えて情報Φリンϐック本ҕ
員ձがڠ力している。

μΠόーシテΟの
औりΈଓく

　始ಈ当ॳから意ࣝしているの
は、受ߨ生のμイバーシティだ。
たような人ばかりでは活性ࣅ」
化しませんから、バックグラウン
υの多様性は৺ֻけています。
情報Φリンϐックだけではなく、
ビδωスプランコンテスト、高専
ϩϘコンなどの成༏ल者や、
その他の社ձ活ಈにྭむ受ߨ生
もいます」
　当ॳは�ˋ程度だった受ߨ者の

取材・文  みわ よしこ　Photo  ਿ࡚ ګ一

2024年度情報科学の達人プログラムの受講者を募集してい
ます。要項や応募方法は、下記Webページをご覧ください。
応募期間：2023年11⽉22日（水）～2024年1⽉22日（⽉）

www.nii.ac.jp/tatsujin
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�00݅ۙく提ࣔしています。
　インターンシップに参加した
学生の中には、リϐーターも多
くいます。NIIは૯合研究大学
Ӄ大学の情報学コースを開ઃし
ていますので、インターンシップ
मྃ後に同大学のത࢜課程に入
学する学生もいます。また、元
インターン生の多くが学術のಓ
に進んで研究をଓけており、中
には自身のインターンシップ参
加から�0経ってもNIIと研究
力関係をଓけている人もいまڠ
す。教तとなり、.06క݁機
関の担当者、またࢦಋ教員とし
て、今度は自分がࢦಋしている
学生をインターンシップに参加
させていることもあります。この
ように、NIIࠃ際インターンシッ
ププϩグラムにັ力を感じてくだ
さる研究者が多いことで、ظ
的な研究ڠ力がଓいています。
── ਃしࠐΈ、डけೖΕなͲ
のঢ়گを教えてください。

の研究者と.06క݁機関の研
究者が、方の機関を研究๚問
する際のࡒ的なࢧԉを行い、
プϩδェクトの共同研究を推進
します。ೋつは、NIIࠃ際イン
タ ーン シップ プ ϩ グ ラム で、
.06క݁機関の学生にNIIで
のインターンシップに参加する
機ձを提供しています。
　インターンシッププϩグラムの
ਃ対象者は、.06క݁機関
のम࢜課程�生とത࢜課程の
学 生 で す。 ื ू の Ҋ 内 は、
.06క݁機関の担当者やࢦಋ
教員から学生に通され、ਃ
をرする学生は、各大学、機
関で定められたબ考方法にैっ
て応ืします。ืूはに�ճ、
य़とळに行われ、�ճに�0໊
の学生を受け入れています。
　インターン生の研究トϐック
は、NIIの 教 員から提 供され、
つの研究系におけるI$5関連࢛
の多छ多様な研究テーマをຖճ

研究ؔػの国׆ྲྀަࡍಈ

── NIIの国ڠྲྀަࡍఆについ
て教えてください。
　NIIでは、研究ڠ力のڧ化の
ため、現在、3�カࠃの、�00Ҏ
上にٴͿ大学、研究機関とࠃ際
ަ流ڠ定（.06）を݁んでい
ます。NIIの研究者が他の機関
の研究者と共同研究を行う場合、
そのプϩδェクトを基に共同研
究者の所属機関と.06をక݁
し、機関レベルでのࠃ際研究ަ
流を開始します。これはNIIと
.06క݁機関のݻڧな研究基
盤をとしたࠃ際ަ流であり、
これにより共同研究のڠ力体੍
をڧ化しています。
── NII国ࡍΠンλーンシοϓϓ
ϩάϥϜはͲのΑうなものですか
　.06のక݁により、ೋつの
プϩグラムの参加が可能にな
ります。一つは、.06グラン
トとݺばれるプϩグラムで、NII

国ྲྀަࡍを通͡ ͯ
άϩーόϧͳ
研究ྗڠをଅਐ

国立情報学研究所（NII）では、ڞಉ研究にࢀՃする
学ੜを.06提ܞ機関からຖडけೖΕている。
ΠンλーンੜडけೖΕのత、ޮ Ռ、ঢ়گについて
ϓϩάϥϜをいるϓϥφス ΤϚχϡΤϧ 教तに聞く。

国立情報学研究所
教तʗ (-0 "DUJOH %JSFDUoS

1-"/"S, &NNaOVFM

ϓϥφス ΤϚχϡΤϧ

/**国ࡍΠϯλーϯシοϓϓϩάϥム
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── ΠンλーンシοϓࢀՃऀが国
をੵΉことはॏ要なݧܦతなࡍ
のでしΐうか。
　もちろんです。このプϩグラム
は、ࠃ際的な経験と多様性に
んだڥという面が高くධՁさ
れ、この��間で大きく໊度
を上げました。ࠃ際社ձでの活
ಈは、学生を学究的な面で๛か
にするだけでなく、Կにも代え
難い経験をします。このプϩ
グラムがもたらす༑的でࠃ際
的なڥは、学生の科学的・文
化的な成を促しています。
　そもそもNIIࠃ際インターンシ
ッププϩグラムは、NIIに༏लな
人材を༠கすることを的に、
前のアンδェリーϊ アンリ教
तが確立しましたが、非常に先
見の໌のある取り組みだと思い
ます。世քをリーυする�00Ҏ
上の.06క݁機関でબ考され
た༏लな学生を受け入れている
ため、非常に効率的かつスムー
ズに実ࢪすることができていま

　�00�Ҏ来、Ԇ����໊の
学生を受け入れています。また、
参加したインターン生のࠃ੶は
�0カࠃ΄どで、多様な学生がこ
のプϩグラムに参加していること
がお分かりいただけると思います。
ਃ者の3分の�はԤभ出身です
が、ۙ࠷では中ࠃからの応ืが
大෯に増えており、༗な学生
が中ࠃに相当いることをදして
います。また、ベトφム、タイ、シン
Ψポールをはじめ、౦ೆアδア
ॾࠃからのਃし込みも多く受け
ています。

研究者、Πϯλーϯੜに͓ る͚
国ݧܦྲྀަࡍのॏཁੑ

──  国׆ྲྀަࡍಈにΑるNIIのϝ
リοτは何でしΐうか。
　インターンシップ参加者のए
いエωルΪーと新なࢹ点によ
って、NIIの研究活ಈが活発に
なります。さらに൴らのࠃ際的
なバックグラウンυは、NIIの出
版に多くのӨڹをٴ΅してい
ます。実際、൴らがNIIのࢦಋ
教員のԼで共同ࣥචした学術
文は多あります。また、൴ら
のインターンシップの参加は、
所属機関とのڠ力関係をさらに
にしています。こうしたަ流ݻڧ
は、NIIの研究プϩδェクトを๛
かにするだけでなく、機関間の
༗ӹな関係も育んでいます。

す。各.06క݁機関の担当教
員は、応ื学生の成、رす
る研究テーマをۛຯし、࠷も༏
लなインターンシップީิ者を
બͿॏ要なׂを担っています。
所属機関で行われるݫしいબ考
により、༏れたインターンシップ
ީิ者を多く確อし、NIIにとっ
ても༗ӹな共同研究を行でき
るのです。
後に、ϓϩάϥϜの今後࠷ ──
の๊ෛをお聞かせください。
　現在は、NIIと学生の所属機
関とのೋࠃ間でަ流が行われて
いますが、今後はそこにとどま
らず、例えばυイπ、フランス、
本のような、ࠃࡾ間のプϩグ
ラムを取り入れて、共同研究を
֦大したいと考えています。ࡾ
出する共同イニシڌをۚࢿでࠃ
アティϒにより、研究レベルで
これまでのೋࠃ間の活ಈをえ
ることができるでしΐう。ক来プ
ϩグラムがそうなることをࢦし
て、今後も活ಈしていきます。

InternBtionBM &YDhBnHe 
CBTed on .06（英ޠのみ）

XXX�OJJ�BD�Kp�FO�BCoVU�JOUFSOBUJoOBM�moVSFTFBSDI�

取材・文・༁  '035& 4DienDe $oNNVniDBtionT　Photo  ਿ࡚ ګ一

アンδェリーϊ教त（中ԝ）のおผれձにインターン生と（�0��݄̏）
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:PV5VCe（Իがग़ます）
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NII 5PEBZ
͝意ूืݟ中
XXX�OJJ�BD�Kp�UoEBZ�JLFO

ϝϧϚΨ
ड中࣌ಡਵߪ
XXX�OJJ�BD�Kp�mBJM�GoSm

各ニュースの詳細は
オンラインでご覧になれます。
XXX�OJJ�BD�Kp�OFXT�����
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2023�11�30ʢʣ

NII

NEWS
TOPICS

χϡースɾτϐοクスҰཡ

11�7 --.�KQがָఱςΫϊϩδーɾΤΫηレンスΞϫーυ���� ΤΫηレ
ンスをड

9�27 N(6:&N )0N( )6: 特助教（情報ࣾձ૬関研究ܥ）、 
ॱ一 教त（ίンς ؛ࢁ、（ܥ情報ࣾձ૬関研究）特研究һݩ ໌
ンπՊ学研究ܥ）、ӽલ ޭ 教त（情報ࣾձ૬関研究ܥ）のจが
#5"4�I+$# ��:eBS )JHIeTU INQBDU "XBSEをड

9�13 ຊҐా ਅ一 特教त（先端ソフτェΞ学ɾ国ࡍ研究ηンλー
）がຊソフτェΞՊ学ձ ����ૅج研究をड

ड  AWARD

10�23 国立情報学研究所のެࣜΩϟϥΫλー「情報ݘ ϏοτくΜ」 ྫ߃の
-IN&スλンϓと-IN&ֆจࣈをൢച 

10�20 ���ԯύϥϝーλの大نޠݴモデϧ「--.�KQ���#」をߏஙɹ
ʙ NIIओ࠻--.ษڧձ（--.�KQ）のॳظの成ՌをΞΧデϛΞや
するたΊにެ։ʙࢿքの研究։ൃにۀ࢈

10�18 ΦーϓンデーλԽɹنを大「۠ըมભߦ」త໊の࢙ྺ
ʙʰຊྺ໊࢙大ܥʱをฏຌࣾਤग़൛とのڠಇにΑり機ց可
ಡデーλとしてڧԽʙ

10�30 ޫ�あたり���5CQTでのੈք࠷���LNૹとੈք࠷大容ྔ
�5CQTのデーλసૹのフΟーϧυ࣮証に成ޭ

χ ϡ ー ス Ϧ Ϧ ー ス NEWS RELEASE

11�27 フδλはࢵ֎ઢにΑって、、੨にޫൃޫܬする�छྨのനを
いけていたʂʙレΦφーϧɾフδλ（౻ా࣏࢚）がඳいたഽ࣭感
のൿີを、ޫܬスϖΫτϧղੳにΑってղ໌ʙ

2023

2023

11�28 Ҫ্ ࠀາ 教त（情報学ϓリンシϓϧ研究ܥ）の研究チーϜが
30"%�3 DIBMMeOHe GPS NeVSI14����で�Ґと�Ґを֫ಘ

2023年度 市民講座「情報学最前線」

第1回　ネットワーク越しのアナタは誰？　坂根 栄作
第2回　経験から学ぶロボットの動かし方　小林 泰介
第3回　論文が誕生してから我々に届くまで　西岡 千文
第4回　フェイクから身を守るには？　越前 功
　　　 2024年3月4日（月）リアル会場とライブ配信予定
　　　　後日アーカイブ配信予定
第5回　日本文化をAIとビッグデータで読み解く　北本 朝展
　　　　　　　　 2024年1月配信開始予定（オンラインのみ）
第6回　未来の投資家へ　水野 貴之
　　　　　　　　 2024年2月配信開始予定（オンラインのみ）

第1〜3回
近日アーカイブ

配信開始

高校生向け

高校生向け
申込・詳細は Web ページをご覧ください
www.nii.ac.jp/event/shimin/2023/
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人ɿ黒橋禎夫ߦൃ
ฤूҕһɿ越前功
ฤूҕһɿ池畑諭、金子めぐみ、込山悠介、水野貴之、竹房あつ子（ABC順）
֎෦ฤूһɿエクスライト
σβΠϯɿ新藤岳史　　　
දࢴΠϥスτɿ市村譲

　やってみると大人ؾであった。ී 通の
研究セミφーは�0人程度の参加だが、ラ
δΦは事務・事業部・ൿॻや学生などؚ
め�0人Ҏ上来る。研究ラδΦとは言うが、
事業部、事務、 63" 	University Research 

Administrator）の方 も々ήストになってもら
う。օ、人をऒきつける内面を࣋っている。
　人は他人の内面にڵຯがあり、ऒかれ
ると思う。そしてձいたくなる、ॿけ合い、
がんばりたくなる。コϩφでࣦわれたもの
は、ަ 流ではなくこの࣋ؾちなのだと思
った。

ൿॻの

　ൿॻのは、̍ճサンυウィッチなど
の軽৯を用意して、ൿॻや事務の方をお
টきするイベントである。教員や学生も参
加できる。Ԥถのイベントで、�݄のୈ�ਫ
༵にൿॻの方々に感ँの意をදすを、
情報研に࣋ち込んだ。
　΄΅υーφッπフライデーとมわらな
い立てけなのだが、いつもは参加しな
いൿॻさんがたくさん来る。「ൿॻのだ
から自分が来てもいいと思えた」とൿॻ
さんୡは言う。そして、ࠒのしゃり
りなさを思いっきりղফしてؼっていく。
ձの参加しやすさは、こんなちΐっとした
ことでも大きくมわるのだ。
　P$にはいろんなアプリがある。Իྔや
໌るさ、いろんなことがௐできる。マウ
スもҜࢠもいろんなものがある。事の
がされ、ௐઅでやಓ۩は多様なڥ
きる。職場のコミュニケーションにはなͥ
それがないのだろうかʁަ流イベントは
りܕでトップμウンである。ྑ くしよ
うとしたらきめ細かさが必要、と全ては現
場の人のϊウϋウにؙげになる。୭で
も上手にできるྑいやり方を考えるなら、
それはもう新しい研究だ。研究者がੵۃ
的に୳求すきものなのだろう。

事務方の4MBDLなどができ、多様なަ流
の機ձができてきた。υφۚはきっとその
さきがけだったのだろう。今後は、コミュ
ニケーションのセーフティωットや、的
を࣋ってਂいをするなど、υφۚの
ׂもมわっていくのだろう。

/**研究ϥδΦ

　�0�0、コϩφのҖにより情報研も
在中৺の事形態のมߋを余ّな
くされ、職場の間と関係性を作り、発展
させるަ流の機ձが激減した。݁ Ռ、ࠔり
͝とをなかなか相ஊできない人、事の
ϖースが作れない人、間意ࣝを࣋てな
い人、事がۤしくなった人、思ったよう
に進まない人も出てきた。Կかをしなけ
れば、とڧく思った。
　Φンラインでしかަ流できない。でも単
にすのはつまらない。人々はどうやって
関係を作っているのだろうかと考えた。た
Ϳん、すことで、相手の「人となり」を
るから関係性ができるのではないか。
だから、「人となり」をえるイベント
を作ろう、間意ࣝ、モチベーション、ϖ
ースを作ろうと企ըしたのが「NII研究
ラδΦ」である。
　ຖճ̍人ήストをݺんで、その人の
事のをฉく。事や研究の内༰ではな
く、Կを面白い、難しい、༗意義だと思っ
ているのか、࣋ؾちや内面をฉく。そして、
その࣋ؾちが育ったྺ࢙をฉく。できた
ら、ক来のເや事の想いをฉく。ήス
トがۓுしないように、事前にଧ合せを
して内༰をざっくりܾめておく。

৬ 場のコミュニケーションは大事だ
と常に言われながら、༏先度は常

にい。研究でも、大きなアイディアはよ
く他者とのٞから生まれるが、研究者
は部にこもりがちである。そんな情報
研でものࠜ的な取り組みがある。人々
はそこで多くのものをಘている。

υーφοπϑϥΠσー

　もう�0も前になるか。当時、෭所
だった౦先生が他քされた。໊のए
手教員がّを手い、ղࢄ後にूまっ
てҿんだ。そこで生まれたのがυーφッπ
フライデー（υφۚ）である。݄ に�ճ、ޕ
後に�時間程度、お՛ࢠを出し、օがूま
れる場所を作る。ࡶஊでき、ަ 流できる機
ձにという狙いだ。౦先生はとても面
見のいい先生で、その言༿にॿけられ
た、ಋかれた、という人はԿ人もいる。研
究所をྑくしたい、そんな౦先生のؾ
。たいと思ったのかもしれない͗ܧちを࣋
　ී通、人々はらない人とすために
わざわざ出てこない。でもお՛ࢠがあると
ちΐっと違う。ときに�0人くらいूまる。
先生としたら、事がָؾになった、
らなかった情報が入る、などのもฉく。
時がたつにつれ、インターンやཹ学生な
ど、外ࠃ出身者が増えた。ҟࠃので人と
;れあう機ձにٌえているのは、むしろ൴
らなのだろう。うちの研究員はυφۚでリ
クルートした。こんなこともあるのである。
。は、υφۚの参加者が減ってきたۙ࠷　
しかし、൵しいことではない。ླཱྀ 学生の
4N4グループ、ൿॻやए手教員のूまり、
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